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リタールと Eplan「Automation -Do it.」 

デジタルと自動化で加速する製造業：Eplan とリタールが示す競
争力強化のアプローチ 

 

ヘルボルン／モンハイム、2026 年 3 月 13 日 

産業界は現在、かつてないほどの強いプレッシャーに直面しています。競争力を維持・強化するため

には企業は製品開発のスピードを高めるとともに、製造コストを抑制し、明確な付加価値を提供するこ

とが求められます。機械・プラントエンジニアは、ソフトウェア、ハードウェア、オートメーションを高度に

連携させた統合的アプローチによって、これを実現できます。ハノーバーメッセ（ホール 27／ブース

D50）では、リタールと Eplan が、設計・調達をはじめ、システム技術やオートメーション、サービス領域

まで、製造プロセスを幅広く支えるソリューションを展示します。さらに、ソフトウェア・ハードウェア・オ

ートメーションの 3 つを連携させることで生まれる、スピードとスケーラビリティ向上の「3 つの柱」もあ

わせて提示します。 

主な展示内容として、Eplan 製品群の機能強化、Eplan Smart Sourcing および製品変更通知（Product 

Change Notification：PCN）の導入、産業分野および AI 対応 IT インフラ向けの新たな電源供給・冷却

プラットフォーム、新型のコンパクトな全自動電線加工機、そして新たな EU 冷媒規制に対応したクー

リングユニットおよびチラーを紹介します。 

「スピードは、産業界において決定的な競争要因になりつつあります。この変化の流れにつ

いていけなければ、企業は競合他社に大きく後れを取ることになります」と、リタールのドイ

ツ・欧州販売担当マネージングディレクター、Uwe Scharf 氏は述べています。「ソフトウェア、

ハードウェア、そしてオートメーションは、統合された一体のシステムとして機能することが重

要です。この統合によって、企業は計画や製造プロセスのスピードを高めるだけでなく、必要

に応じて生産能力やシステム構成を柔軟に拡張できるスケーラビリティも得ることができる

のです」。 

 

データ一貫性が生み出す新たな価値 

出発点はエンジニアリングにあります。なぜなら、計画、調達、製造、運用を制御するデータ

は、まさにこの工程で生成されるためです。このデータが十分に構造化され、高い一貫性を

備えているほど、プロセスの自動化と高速化の可能性は広がります。 

 

「自動化や AI の力を最大限に引き出すためには、まずデータが正確であることが欠かせま

せん。適切に整備されたエンジニアリングデータは、いまや産業界にとって重要な戦略資源
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になりつつあります」と、Eplan のマネージングディレクターである Sebastian Seitz 氏は話し

ます。ハノーバーでは、Eplan がエンジニアリングプロセスをどのように簡素化し、データの

一貫性をどのように向上させられるかを紹介します。Eplan のソリューションはアップデートを

重ね、ユーザーのワークフローに合わせた構成へと進化しています。これにより、異なるエ

ンジニアリング分野のデータがよりスムーズにつながり、結果としてそれらが「信頼できる唯

一の情報源（Single Source of Truth）」として機能するデジタルツインの基盤を形成されるの

です。 

 

この一貫したエンジニアリングデータはバリューチェーン全体に新たな可能性をもたらします

。ハノーバーでは、その詳細が発表される予定です。今後は「Eplan Smart Sourcing」により

、設計段階から部品の在庫状況や納期を確認できるようになります。設計者は、必要な部

品が予定通り調達できるか、あるいは代替品を検討すべきか早い段階で判断できるように

なります。その結果、時間がかかっていた購買部門やサプライヤーとの調整作業を大幅に

減らすことができます。 

 

部品の変更管理もこれまでより格段に分かりやすくなります。キーワードは「製品変更通知（

Product Change Notification：PCN）」です。PCN では、部品メーカーが発信する部品の仕様

変更や生産終了などの情報が、Asset Administration Shell（AAS）を介して Eplan アプリケー

ションに自動的に取り込まれ、Data Portal に反映されます。これにより、ユーザーは生産終

了、技術的な変更、または重要な更新について事前に把握し、設計作業へ速やかに反映さ

せることができます。 

 

データから自動製造へ 

一貫性のあるエンジニアリングデータは、自動化された生産プロセスの基盤ともなります。

ハノーバーメッセにおいて、リタールは、このデータがプラントエンジニアリングにおける製造

プロセスの高速化と安定化にどのように直接つながるかを紹介します。リタールオートメーシ

ョンシステムズが提供する新製品「Wire Terminal WT L」は、小規模な盤製造業者でも、完全

自動の電線加工の実現できることを示しています。コンパクトでコスト効率にすぐれたこの製

品により、自動化へのハードルを下げ、より多くの企業がこれらの技術を利用できるようにな

ります。 
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AI 時代の産業には、新しい IT インフラが求められる 

ハノーバーメッセでは、数多くの活用事例を通じて、産業分野における AI 活用の可能性が

紹介されています。しかし、産業界が AI を本格的に導入していくためには、IT インフラの側

で新たな技術的課題を克服する必要があります。人工知能（AI）とハイパフォーマンス・コン

ピューティング（HPC）により、データセンターの電力密度はかつてない高さに達しており、特

に電源供給と冷却の分野において、全く新しいコンセプトが求められています。 

 

こうした課題に対し、リタールは本展示会で AI に必要なデータセンターの変革を可能にする

革新的なインフラソリューションを展示しています。新しいアーキテクチャにより、電力配電が

IT システムに近接し、直流（DC）であってもデータセンターのホワイトスペース内でモジュー

ル式の電力供給が可能になります。RiLineX や Ri4Power といった電力配電プラットフォーム

が、そのための技術的基盤を提供します。電力電子部品をサーバーラックのすぐ隣にある

独立したパワーラックに設置する「サイドカー」ソリューションは、こうしたアーキテクチャの一

例です。これにより、高密度データセンターインフラ向けに、拡張性と標準性を兼ね備えた電

力供給が可能になります。 

 

電力密度の上昇に伴い、特に AI の導入が進む中で、冷却はますます重要な課題となって

います。従来の空冷方式は物理的な限界に達しつつあり、チップを液体で直接冷却する必

要が生じています。そのため、は特別展示コーナーにて、ダイレクトチップ冷却ソリューション

を展示します。これらは熱回収の新たな可能性も切り拓き、AI の利用と CO2 排出量という

相反する課題への解決策となります。 

 

来場者は、バッテリー貯蔵など、産業用および屋外用途における高まる需要に応えるソリュ

ーションもご覧いただけます。この分野では、規制要件の変化も技術に影響を与えています

。2027 年からは、EU においてクーリングユニットやチラーの冷媒に関するより厳しい要件が

適用されます。リタールは、機械・プラントエンジニアが早い段階から規制に準拠したアプリ

ケーション設計を行い、長期的に持続可能な運用を実現できるよう支える、将来を見据えた

製品群を提供しています。 

 

ハノーバーメッセでは、リタールと Eplan が、ソフトウェア、ハードウェア、オートメーションソリ

ューションの統合を通じて、デジタルによる価値創造がどのように実現できるかご紹介しま

す。エンジニアリングから製造、さらに IT インフラまで、データが一貫してつながることで、デ

ジタル化が生み出すスピードと柔軟性を最大限に発揮できます。リタールと Eplan は、こうし

た統合的なアプローチを通じて、製造業およびデジタル産業の競争力を持続的に高めるた

めの具体的な方向性を提示しています。   
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Figure 1 

スピードとスケーラビリティの向上：ハノーバーメッセで

は、リタールと Eplan が「Automation – Do it.」をテーマ
に、産業界の競争力を高めるアプローチを紹介します
。 

 Figure 2 

刷新された Eplan プラットフォームと新しい製品ポート

フォリオにより、ユーザーはオールインのエンジニアリ

ング環境を利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 3 

新製品「Wire Terminal WT L」：自動化へのハードルを

下げる全自動電線加工機。大型機種の技術を継承し、
小規模生産でも十分な投資効果を発揮します。 

  

 

 

 

 

 

 

Figure 4 

Uwe Scharf 氏, リタール ドイツ・欧州販売担当マネー

ジングディレクター: 「スピードは産業界における決定的
な競争要因です。ソフトウェア、ハードウェア、オートメ

ーションが一体のシステムとして機能することが重要で
す」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 5 

Sebastian Seitz, Eplan マネージングディレクター: “「自動化

や AI の力を最大限に引き出すには、正確なデータが不可欠

です。整備されたエンジニアリングデータは、いまや産業界の
戦略的資源です」 

 

May be reproduced free of charge. Please name Rittal GmbH & Co. KG / Eplan GmbH & Co. KG as the source. 
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リタールと Eplan について 

リタールは、ハードウェア、ソフトウェア、オートメーション分野における世界有数のシステムサプライヤーです。産業
、IT、エネルギー、電力、冷却用途向けのリタルのソリューションは、世界の産業分野の 90%以上で採用されていま

す。Eplan は、機械および制御盤メーカー向けに世界有数の設計ソフトウェアソリューションを確立し、電気、オートメ
ーション、メカトロニクス工学の分野において、ソフトウェアおよびサービスソリューションを通じて顧客を支援してい
ます。リタールと Eplan は、ソフトウェアにおける AI の推進と、それを支える IT インフラの構築において先駆的な役

割を果たしています。両社が属する Friedhelm Loh Group は、世界に 13 の生産拠点と 95 の海外子会社を展開して
います。従業員数は 12,600 名で、2024 には 31 億ユーロの売上高を計上しました。2023 年、Friedhelm Loh Group
は「Best Place to Learn（学びの場として最適な企業）」および「Employer of the Future（未来の雇用主）」賞を受賞し

、2026 年に、リタールはドイツで最も革新的な中堅企業の一つとして、5 年連続で「Top 100 Seal」を受賞しました。
ハイガーにあるリタールの工場は、「Factory of the Year 2025」ベンチマークコンペティションで総合優勝を果たし、
欧州屈指の工場としての地位を確固たるものにしました。 

 
詳細については、www.rittal.com、www.eplan.com、および www.friedhelm-loh-group.com をご覧ください。 
 

 

  


